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4 信久 と ん 42zg- 
後藤 敏文 


1 . Asvin 双 神 に は Indra, Agni, Soma に 次 いで 多い , 50 以 上 の Rgyeda 計 
歌 が 捧げ られ , 言及 は 400 回 以上 に 及ぶ 。 殆ど 常に 一 組 で 扱わ れ , 主格 形 で は 
の fy の 。 "gg また は 7z252 の @, "gz (韻律 上 , 多く ヵ 85gzzyo-D) と 呼ば れる 。 gso6z- 
の 名 は , これ まで の と こと ころ, イン ド ・ ア ー リ ャ 語 段 階 以 前 に 遡 ら な い が , z86。- 
の ZZ- に 当たる も の は Mitanni-Arya の 資料 に 現れ 2 Avesta に ゃ 登場 する め の 
で , N が より 古い , 本 来 の 名 で ある と 推定 する 者 も 多い 。 双 神 の 起源 が 何 か , に 
つい て は Yaska 以来 今日 の 研究 者 に 至る まで 諸説 が ある り : イ ンド に いた 救済 聖 
者 (GELpNER Ved. St.), 明け と 背 の 明星 (COLDENBERG, GUNTERT 他 ), 双子 座 
(WEBER),。 雨 神 。 太陽 と 月 MILLER, LUDWrG), 薄明 (GoLDsTUckER, HOPKTNS), 
地上 の 王 な ど 。 と この 中 , 両 明星 か ら 出 発する 説 が か (HILLEBRANDT Ved. Myth.2 1 
60ff., KI. Schr. 266 攻 . に も 拘ら ず ) 一 般 に 可能 性 の 高い 候補 と 考え られ て いる と 言 
えよ う 。 OrLpDENBERG Rel.d. Veda2 (1917) 207-215 は この 見 解 を 明瞭 に 打出 
し , MANNHARDT の 研究 等 を 基 に , 「 天 の 二 人 の 息子 」 og 7z2Z2Z2 た る 有 双 神 
と , ギリ シャ の 「 天 の 息子 た ち 」4zes zo5ooz 及 び Latvia 民謡 の 「 神 の 息子 た 
ち 」 geeog gg72 の 間 の , 神話 内 容 の 類似 ・ 照 応 に 注目 する 。 本来 の 明け と 光 の 
両 明 星 の 中 , 前 者 だ けが 重視 され て 後者 を 吸収 し , 専ら 一 組 と し て 扱 れ る に 駿 っ 
た と 推定 し , 経 移 の 背景 に . イン トド 祭 式 文化 に お ける 穫 の 重要 性 と 夕 の 非 重要 性 
と を 想定 する 5?。GOUNTERT Der arische Weltkonig und Heiland (1923) 253-277 
は この 見 解 を 一 層 詳 し く 述 べ , 北欧 の 図 象 縮 料 を 援用 し て , 祖語 段階 で の 天 の 二 
人 の 人 息子 ( 三 両 明星 ) の 信仰 を 明らか に し よう と し た 。 「 

2. 本 稿 も $ 双 神 の 背後 に 両 明 星 の 存 在 を 想定 する 。 現 実に は 同時 に 現れ る 事 の な 
い 金星 の 二 つ の 次 が , Rgveda に 個々 に 言及 され な いか , その 痕跡 か 余韻 か 発見 
で き な い か (それ に ょ っ て 逆 に 明星 説 に 信 同 性 が 加え られ な いか う ), と いう 問 は 目 然 で 
ある が , そら し た 要素 は これ まで 発見 され て お ら ず , こ の 視点 か ら の 研究 は な 
い 。 事実 , 出生 の 別 を 言う 箇所 (従っ て 寂 子 に 非 ず 》) を 例外 と し て , 双 神 は 常に 不 
可 分 で ある 。 も し , その 神話 の 内 容 ・ 要 素 に 二 通 り の 系 列 で も 発見 され れ ば , そ 
の 各々 が , 本 来 , 個々 の 神 に つい て の 個々 の 神話 で あっ た と 推測 で きる , これ が 
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4 編 22- と AA2sgzyg- ( 後 藤 ) (74 ) 


本 稿 の 作業 仮説 で ある 。 そ こ で , 双 神 の 移動 方 法 の 記述 を 見 る と ?1. 天 を 通る , 
2. 海 を 横切る : 1. 日 中 , 2. 夜 (一 夜 全体 ), 1. 戦車 , 2. 毅 : 1. 馬 等 に 内 
か れる , 2. 鳥 の 類 に 牽 か れる , の 各 二 グル ー プ に 纏め られ る 。 整理 し て 組合 せ 
る と 1. 日 中 , 天 を 通っ て 戦車 に 乗り , 馬 等 に 率 か れ て 進む , 2. 夜 , 海上 を 始 
に 乗っ て , 鳥 の 類 に 導 か れ て 移動 する , の 二 系 統 が 回 収 さ れる 。 

3. この 観点 か ら 双 神護 歌 を 解 息 すべ く , 1 46 を 抄訳 する : 1. ここ に 真 新 し 
い Usas ( 忠 ) は 輝き 出 る , 天 の 愛 し い [ 女 〕] は 。 [ここ に 〕] お また ち を , A よ , 
高く 称え る 。…3. お まえ た ちの , 理 越 し た (と ぶ の ある ?) [上 獣 ?] た ち は 流 2 う 
っ て 進ん で 行く め ②, ぼろ ぼろ に 砕け た 表層 ( 波 立つ 海原 また は 河 面 ) の 上 を , お まえ 
た ちの 戦車 が 鳥 た ちと と も に 飛ん で いく べき 為 。 … 6. 我々 を , A よ , 暗闇 を 
越え て 向う 涯 に 渡す べき 輝き に 満ち た [ 滋 義 ], そう し た 滋養 (= 中 ) を 税 々 に 投 
け よ 。 7. 我々 の 思考 の 船 に の っ て 馳せ 来 た れ , 向う 岸 に 歩み 行く 為 に Cg4zzg- 
o の o 繋げ , A よ , 戦車 を 。 8. お まえ た ちの 権 は 天 よ り 幅 広い 。 も ろ も ろ の 大 
河 (の 合流 する ) 渡し 場 に は 戦車 が ある 。 思慮 と と も に Soma の 滴り は [戦車 に ] 
撃 れ て ある 。…11. 他方 , 天 則 (真理 ) の 道 は , 向う 汐 へ 行く 為 〈《@zo の , [ 今 ま さ 
飼 aktuell. OR 1 正しく な っ た (整っ た )。 天 の 軌道 は は っ きり 見 分 けら れる よ 
う に な っ た Gingr. Aor)。…14. お まえ た ちの 大 地 を あま ね く 巡 る 栄華 に 従っ て , 
Usas は 添い 動く 。 も ろ も ろ の 夜 明 前 の 痢 を 通し て , お まえ を たち は 天 則 (真理 ) と 
いう も ゃ の (kollekt. PL) を 好む や 。 「 ' 

4. 舞台 は 明け 方 C1, 6, 12, 夜 , 船 で 海 を 渡り C3), 岸 ( 東 の 涯 ) に 到達 し た 
競 神 が , ここ で 戦車 を 胃 い で 乗換 え (7, 8), 向う 涯 ( 西 の 涯 ) へ 向っ て 天翔 る 旅 
に 出発 する (7, 11), と いう 神話 が 背後 に あり ?, それ が 祭 式 の 文脈 中 で 誠人 の 
解釈 に よる 加工 を 経て ( 船 を 祭 宜 ら の 思考 に , 戦車 は 祭 式 に , その 御 者 を 思慮, Soma 
の 液 を 牽 獣 に 同一 化す る ) 歌わ れ て いる , と 考え る 時 , 讃歌 は 整合 的 に 解釈 され る 。 
その 際 , 夜 , 海 を 渡っ て 来 た AsSvin が 本 来 育 の 明星 で あり , 昼 , これ か ら 天 を 
駆け る の が 明け の 明星 で あっ た と 仮定 する と と は 自然 で ある 。 し か し , 両者 と も 
日 没 前 ) 後 , 日 昇 前 ( 後 ) に 姿 を 現す だ け で 全 天 を 巡ら な い 。 想像 され る の は , 

両 明 星 が 太 陽 を 導く と 考え られ て いた 可能 性 で ある (本来 は 太陽 が 乗換 える )。 弟 の 
明星 に つい て 言え ば , 日 没後 の 太陽 を 船 に 載せ , 夜 の 海 を 東 の 涯 辺 ま で 無事 送り 
届け る 先導 の 役割 を する 神話 の 存在 が 仮定 され る 。 ] 112, 13 42 5 放 yg 
み Z72 の の 7 の 27@/ の 7 は この こと を 示唆 する か も 知れ な い : 「 そ れ ら を 伴っ て 
お まえ た ち が 太 陽 の 回 り を 最 涯 に お いて 巡り 駆る (GELpN.「 追 越す ]) と と ろ の 
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C75) 人 43 の 2 と 2 み s2Zyg- ( 後 藤 ) 


[ 擬 助 ]」。 日 没後 に 現れ た 紀 の 明 星 が 沈ん だ 太陽 の 前 に 回 り , 先導 する 神話 の 存 
在 が 背景 に 想定 され る 。 そ の 際 に 太陽 を 船 に 収容 し て 救出 する と 考え る 時 , 双 神 
に ゃ も Dioskuroi に る 特徴 的 な 海難 救助 の 神 と し て の 條 格 が うま く 説 明 さ れる 。 

この 主題 に 関し , v。ScrrRospsR WZKM 9 131f. の 指摘 (こと で Latvia の 民 
謡 が 示唆 され る ) は 重要 で ある (但し , 祖語 段階 の 人 が 直接 海 を 知っ て いた と 仮定 する 必 
要 は 無い う 。 ーー 上 の し の ーー ー 。 
5. 明け の 明星 は 贈 25- と 太陽 と に 先立っ て 次 を 現し , 昼 の 太陽 の 先導 を 務め 
る 。 太陽 は 周知 の 如く 一 頭 の 馬 に 率 か れ た 戦車 に 乗っ て 天 を 駄 ける 。 そ の 馬 を 道 
く と し た ら gsoz- 「 馬 に よっ て 特徴 づけ られ る 者 , (職業 的 に ) 馬 を も つ 者 」( 伯 
楽 ・ 馬 喰 ) の epitheton は この 明星 に ふさ わし い 。 gy, "gz は 「 明 け の 明星 
た ち 二 人 」。 即ち , 「 明 け の 明星 と 表 の 明星 と 」 と いい 2 意味 の elhiptischer Dual 
と 解 さ れる 。 す る と , 家 の 明星 が 本 来 z2szg- と 呼ば れ た の で は と いう 問 が 浮 
か so 2s2 の の "gg は 「 表 の 明星 た ち 二 人 」 つ まり 「 家 の 明星 と 明け の 明星 と 」 
で ある 。 この 推量 は 語源 解 収 か ら 支 持 さ れる 。 リウ し 
6. z4s2yg- は や 2sz77- の Vrddhi-Biidung と 人 解 し 得る が 33? 印 欧 語根 ze 
「( 困 難 を 乗越 えて ) 無事 , 家 に 帰り 着く 」 に 遡る , この 語根 に つい て は Goro 
1. Pras. 200f. を 見 よ : ai。 z452-7e 「( 家 に ) 集う , 団 既 する 」, xyogsZ7-「 安 密 
く Ya52-5- が - | 良き 無事 の 帰 還 ・ 帰 宅 」, gr. oe 「 帰 選 ・ 帰 宅 す る 」, got. gg- 
225@22 | 助かる 」。 Zs の に 「 無 事 の 帰還 ・ 帰 宅 」」 z4s2pZ- に [無事 の 帰還 ・ 
帰宅 を 司る 」 の 意味 が 想定 され る 。 日 没後 の 太陽 を 無事 に 導き , 帰還 させ る 胃 の 
明星 の epitheton に あふ きわ しい 。257Z- ( 三 jav. gszg-) | 家 。 すみ か , 牙 郷 」 は 同 
語根 の Verbaladjektiv (所 調 完了 受身 分 詞 ) *s-2- か ら ア クセ ン ト 移動 に よっ て 
作ら れ た も ゃ の だ が , @sZzZ2 の 2 と いう 熟語 で , 太陽 の 「 家 に 帰る 」 ニ 「 沈 む 」 音 
味 に 用 いら れる こと と は 興味 深い (用 例 は AV 以降 )。Sapphe の 有名 な た 夕 星 の 歌 も 考 
え を 合 せら れる で あろ う : 「 夕 星 よ 。 まえ は 輝く 喘 が 搬 き 散ら し た すべ て の も の 
を , 連れ 戻す 。 羊 た ち を 戻す 。 山羊 た ち を 戻す 。 母 か ら 子 を 戻す 」。 

7 . 双 神 の 手柄 の 一 つ , gz7y- を 海 か ら 救う 物語 が , イン ド ・ イ ラン 共通 時 代 
の 海難 救助 の 神話 に 遡る こと を OsrrrNesR IIT 31 299-300 が 明か に し た 。 大 


送り 届け る と の 神話 中 に も , 夜 の 太陽 を 救い 導く 家 の 明星 の 神話 か ら 出 た と 思 

われ る 諸 構 成 要素 が 発見 され る が , 詳細 を 省略 し 結論 の み 指 摘 す る 。 

8. 1V 3,6 427 の 22g26 22s2 の ZZ を 56 は 双 神 の 名 が 単数 で 出る 唯一 の 箇所 で 
ー 980 


4so- と Asgyg- (後藤 ) (76 ) 


ーー 


Gtntert aa0 272 一 275 を 基 に 描く 


2 昌和 ト の 欠損 を HorrMANN bei ScHrNpLER Diss. 15 は sgzyyg 
yg&s@ と 回復 し , “damit der herumfahrende Nasatya erscheint” (Tnf.) と 訳 
怖 9 前 後 の 文脈 TAgni よ , お まえ は 何と 言い た い AZ.. Zg7ze6.…… の 7dogs は 
むし ろ , 「 大 地 を 巡る N に , お そる べき 奇 観 に … 2 解釈 を 示唆 す る was 
willst du, Agni」 sagen] Zuim erdumfahrenden N, 2ur Wundererscheinung)。 Co こ 
に 。 双 神 一 体 と な る 前 の N 三 表 の 明星 の 神話 の 残 絡 が 見 られ る か も 知れ ぬ 。 そ の 
5 を yo ん sZ- “Wundererscheinung Monstrum, Ungeheuerlichkeit 「 恐 る べき 
人 に の 0 エッ MR 
。 子 ち そ れ は の 2 の cy- 「 奇 観 ・ 停 観 」 と 呼ば れ . て い の - VII 88, 2 se の の 7 4 の 
7277/ の 722 を 4 の 7o '64 7 の od の 2 た の 3 734e 77 「 太陽 光 が 岩 の 中 に 
る な ら 。 自 長 (=Varuna) は 。 て それで も 暗 間 に 向 > 奇 観 を 見 る 為 に , 私 を ど 
て ゃ も 連れ て いっ て は し いい 」 CWenn das Sonnenlicht im Felsen ist,。 moge aber 


der Oberherr mich ZUT Finsternis hinfehren, um _das Wandergestalt zu sehen)。!? 


9 本 来 , - 則 ニー つの 明星 の 別 の 神 語 が の り 両者 が 合体 し て , 太陽 の 船 か ら 車 へ の 

乗換 えと こ れ を 導く 双 神 を 主題 題 と し た 夜明け 前 の 神話 が 早く カ ら 生じ で いた と 想 

像 され る 。RV で は 太陽 は も る は や 表面 に は 出 な い が , まさ し く と この 情景 を 絵 に し 
ー マ 79 ーー 
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( 究 ) 422- と 2sgzy2- (後藤 ) 


だ た と 思わ れる 「 先 史 時 代 」 の 岩 絵 が 南 ス ウェ ー デ ン の Tanum か ら 発 見 され て い 
る ( 図 1)。 GONTERT は これ ら 一 連 の 図 象 CH 一 V ヤ は デー シャー ク , 青銅 器 時 代 後期 
の 剃刀 ) を も 転載 し て 説明 する が , 両 明星 を 分 け て 考察 し な い 為 , 単に 登場 事物 
の 列挙 を 出 な い め 。 我々 の 解 恨 で は 。 図 T は 太陽 (中 央 の 人 ) が 船 か ら 居 に 乗 移 
る と ころ (明け 方 )。 有 下 の 二 者 の 中 , 上 が 表 , 下 が 明 け の 明星 で , 両者 が 合成 さ 
れ て 役割 交替 を 示す 。 上 が 家 の 明 星 で ある こと は , 四 の 」 夜 の 海 に 沈ん だ (そし 
て 破 製 ・ 拡 散 し た ? ) 太陽 光線 を 載せ て 運ぶ 船 を 先導 する 鳥 の も 倒立 し て 描か れ て 
いる こと に 支持 され る 。 因みに , 図 H の 天 の 息 子 た ち が 示 す 姿 勢 こ そ , RV に 
ZZ の 72 の 27297 の 2- 72222 の 5 の と 言わ れ , Zara の ugtra が か Ahura Mazda に 祈る 時 の zsZg- 
22 の と の の 57 の 7427727 の | 掌 を 外 へ 拡げ , 散 礼 を も っ て 」 (XeZowe yg の P。 の 422g5 
ez の es。cf. KAgGr Der Kigveda 1831?) に 当たる で あろ 2 0 

10. 4 多久 - な いし Azye- 双 神 の 神話 の 中 核 に 明け と 胃 の 両 明 上 を めぐ る 神 
詰 が あっ た 可能 性 を 指摘 し , 合せ て , 語源 解釈 を も 示し た 。 この 観点 か ら , 他 の 
介 話 構成 要素 の 位置 付け も 検討 し て みる 必要 が あろ う 。 「 


_ 1 66 ン 99 回 。zggsgzyg- (GRASSM., 一 部 ARNOLD,。 SEEBOLD) も 可能 だ が 不要 。 
OLD. Noten zu 1 20.3 も ふも おそらく z84sgzyo- 傾く 。 Av. 形 ( 注 3) は gg@ を 
示す 。 | ーー 

2) 6MW デ で モッ タイ ギ 2 47 の の 222-。 7 のみ 2- 6 に 当る 神 名 に 続く zz-52- 

2 た Z-Z の -8m-na。 前 二 者 は イ ンド ・ イ ラン 段階 の 新しい 神々 4szzg- た も ち (4Zzy4- 神 

群 : 社会 制度 の 神格 化 ) 0 @527@- (は 47z222- (王権 の 神格 化 ) の epitheton, 

の @527 の 5 [Zzzy の y] は eliipt. Pi.。 で, 以下 ルル 7 み 人 4-, 47 ツ 27267 た -。 の ん 2g の -, 4 等 の 

総称 で あっ た ろう : cf. heth. gssz-「 王 」, av. gzz-「 主 。 首長 」。 Tndra と 双 神 が 旧 

9 来 の dev4- 三 gezz み 「 天 に 属す る 者 」 (2 の 4z-「 天 ] の Vrddhi- 派生 う を 代表 する 事 
は 民 V の 讃歌 数 (具体 名 Agni,。 Soma を 除け ば 1 ・2 位 ) が 裏 付 る 。 “ 

3) zo の Z の 10,9. 19, 43 z あ 227022Z- CAkk. Sg と 02022 "272 りう 回 し き 神 の 5 
と し て のみ 5 の の 22- (57 の @-。 Rudra の 別称 , AV 二 ) と 並ぶ 。 、 「 

4) Cf. 諸 概 説 書 : 更に GONDA Dual Deities 48 皇 . HHAUDRY BEI 5 0 

6) Cf Y 7 新 月 つ 江 月 の 満ち 行く 前 半月 , 昼 の 長く な る 前 半年 を 吉祥 と し , そ 
対 を 好ま ぬ 世 界 観 と も 関連 か 。 夜 ・ 闇 了 SB Xi 1, 6, 8-11), 眠り (JBI の は 
二 才 され た 。。。 [ ea! 

6) T 181, 4 762 太 奉 s47z の の の の 377772 _ の 6 の 45Z Z274z の ひみ 777/7777//77/ 7 / 5/ よ 724 
の 222 72727 34229256 s2727。 の o の Zzzy6 ん Sz の 2gg77 の 272 Z7e 「 こ ち ら . と こ ち ら 
(別々 ) に 生れ , 同時 区 声 を あげ た (akt.D。 汚 着 の な い 体 を も ち , 自ら の [様々 な 〕 
名 を 伴い 。 お まえ た ちの 中 一 方 は 勝利 ある (地上 の ? ) 棄 誕 者 で , S の , 一 方 は 天 の 
率 運 な 子 と 称え られ て いる 」 iV 只 4 2z22Z 722 り 2zye2252 「 別 々 に 生れ 汚 着 な き 


が 


NO ーー 


4- と 65zg-( 後 藤 ) (78) 


[ 両 神 ]」 (zzeZ252g は ここ か ら 前 者 に Instr. Sg. に 改変 ・ 採 用 か )。Cf. Yaska XII 
2, TA 1 10,. 2 OLD. 211 6ONT 。 258 , HILL.? 1 66: GELDN. Ved. u. Br. 
23 : Dioskuren 出生 と の 舞 仙 に つき GONT. 261. 263。 MPBhar、 の 双 神 名 は 二 次 的 。 
7) GELDNER 訳 Index 38-41 参 照 。 ( 
8) 1. es の 452 2227 の 7 の の の 2 み c7272 27292 gzo2/ szzs6 vg72 go の 7772// 3. 
の gcV@7276 の の 2 た gz72so 7Z772 の yg22 の の 72 osZ2 の 7 / y4Z og 7 の o ozs の 27Z/// 
6. y2 zg の 2 め g7g の 9 の 777 の 072572672 27//724】 7 / 7272 Zs726 725277Z72 5272// 
7. み zo 7@? み 7 が yg7272 の Z7 人 yg 9277Zoe / yz の 272 fo277 の 72 が 272// 
8. 9727722 の 772 2o45 4 ググ 2227766 3 の ZZ9777 24777 / 7zy み 774 272Z の - 
ー の / / 1 424gg Z 27 る 72 @ み 2oe 2422Z 772syo _s2 が xy@ / 427 ?7 7 の 7 の の - 
ーー p@// 14. yzzo67 Z62 422 372 ツ 272 . の の 7777722720Z の 2cg7gZ/ 7 の 2477o 2 を Z22 の 2 // 
_ 9) ogcy4-7e cf. GOTO 1. Pras、280。 fentiv (主語 の 意 * 努 力 と 関係 な く 一 種 自動 的 
に 起 る 行為 ・ ・ 現 象 と の 判断 に 対す る JAMTSON Kratylos 34 62 の 命 分 令 形 vgcy4sog 
人 に 基 い た 非難 Can one order (Js SDerrung) SOmeone to do something that 
NN 「is by nature automatic, neither requiring nor allowing intention or efforts? 
- は Iptv. の 機能 次 元 の 問題 を 混同 し た 錯誤 ・ 無 見 識 。 se 7x7zg。 2 922e7。 花 よ 咲 
- け , 緑 は 萌え を よ , 成長 せよ , 陽 は 微笑 め , と 言え な か っ た ら さ ぞ 不 自由 で あろ う 。 
10) ツ @ の .… - み の 227 は Finalsatz mit Konj. (so da8.. dahinfiegen sol1)。 HETTRICH 
ー Hypotaxe 352 は generell. onij. NN 3 "wenn.… ) と し て 収録 。 
和 1) の 72Z- Cf. GorO 284 。 
_12) Cf. TV 43, 5 ZZ4 og7z 72 の 27 カ 277 zo を sg7 の y222 8 yz sg726 の る の g の 2 9677- 
- g@e ?@24 十 靖 く , お まえ た ちの 戦車 は 天 に めぐ り 至 る 。 海 か ら 【 来 て ] お まえ た ちの 
' 為 に 回 転 し て 行 く 時 」 5 3272d7-0 の sg  V 75, 2。 eZ-727- T 118, 4 : VITT 26, 18。 
_ 19 Cf. GONT. 259 (: *zes の 意味 を 「 救 助 に 駆け つけ る 」 と し , を 「 ニ 人 の 表 
者 」)。 諸説 c6. MAYRH. s.v.: MIiCHALSKI RO 24 19ff. THIEME Fs. FRisch 
9 IN- LOMMEL 「 鼻 腔 らち 生 抽 者 に 従 2 う . HoOrriFrErD Sprache 26 
1 ・ GONT、 の ぁ あげる. 7 2 の 他 , AiG TL-2 628, 642 の 例 参照 。 
15) で haplologisch な 脱 攻 yeyeyg" ygyg” に 止 ら ず , 単数 を 不 自然 と 感じ て 
Du. CNom. に な る が ) に より sg の 7 yg ん 56@ の と が 始 めか も 知れ な い 。 
16) GUNT. は 由 の マス ト の 光 を St. Elmo の 火 に 当て な が ら , 船 が 夜 の 海 を 行く と い 
_ う 考え ん に 至ら な い 。 あ くま で 昼 の 天 を 走る 船 を 考え , 馬 と の 関係 は 考慮 され な い 。 太 
2。 慢 ぁ 明星 て の ゃ の に 馬 の 次 を し た 神 を 想定 し て いた か と 推 祭 され る 。 
リー GONT. は Asvin を 率 く ん gzs4. た ち を 示唆 。 倒立 に は 触れ な い 。 「 
3 7 本 来 手 に 直 半 な い 印 か 。 CE HoFFMANN MAYRHOFER 思 743, Goro 
196。 ・ バ AM ' 
(キジ ー ゆ 「 Se KJ 神話 語 折 , 多量 
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